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E
２
月
16
日

（月）
〜
３
月
16
日

（月）

の
毎
週
月
曜
日
（
全
５
回
）
午

後
７
時
半
〜
９
時

▽
講
師
：
佛
圓
藤
栄
（
日
本
武

術
太
極
拳
連
盟
公
認
Ａ
級
指
導

員
）

E
町
民
体
育
館

E
町
内
在
住
者
、
筆
の
里
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

E
筆
の
里
会
員
：
262
円
、
一

般
：
１
千
50
円

E
筆
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
町
民
体
育
館
）
E
854
‐

７
６
９
５

　

12
月
26
日

（金）
か
ら
28
日

（日）
に

札
幌
市
の
札
幌
ド
ー
ム
で
、
各

プ
ロ
野
球
球
団
が
推
薦
及
び
編

成
し
た
チ
ー
ム
が
出
場
し
開
催

さ
れ
た
、「
Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
８
」

に
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
ジ
ュ
ニ

ア
と
し
て
、
熊
野
レ
ン
ジ
ャ
ー

ズ
６
年
生
の
橋
本
泰
地
く
ん

（
川
角
）
、
西
川
晃
貴
く
ん
（
中

溝
）
、
世
良
亮
太
く
ん
（
出
来

庭
）
、
近
藤
祐
太
く
ん
（
出
来
庭
）

が
推
薦
さ
れ
、
出
場
し
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
）

筆
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

太
極
拳
（
夜
）
教
室

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

全
国
の
野
球
少
年
た
ち
が
交
流

「
プ
ロ
野
球
へ
の
夢
」
が
目
標

　

平
成
19
年
３
月
に
日
本
文
化

を
「
筆
の
視
点
」
か
ら
読
み
解

く
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
筆

の
里
工
房
で
開
催
し
た
「
筆
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。

　

そ
の
第
２
弾
と
な
る
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
筆
の
都
熊

野
町
」
を
全
国
に
情
報
発
信
す

る
た
め
、
場
所
を
首
都
東
京
に

移
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
五
島

美
術
館
学
芸
部
長
で
あ
り
財
団

理
事
の
名
児
耶
明
氏
。
パ
ネ
リ

ス
ト
に
は
書
家
の
土
橋
靖
子
氏

や
多
摩
美
術
大
学
教
授
の
島
尾

新
氏
な
ど
各
界
で
活
躍
す
る
専

門
家
の
先
生
方
を
お
招
き
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
筆
を
切

り
口
に
語
っ
て
頂
き
ま
す
。

　

町
内
か
ら
は
、
元
熊
野
筆
事

業
協
同
組
合
理
事
長
の
竹
森
鉄

舟
氏
と
熊
野
筆
伝
統
工
芸
士
会

会
長
の
仁
井
本
誠
研
氏
に
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
参
加
頂
き

ま
す
。

E
時
事
通
信
ホ
ー
ル
E
03
‐
３

５
４
６
‐
６
６
０
６
（
東
京
都

中
央
区
銀
座
５
‐
15
‐
８
）

E
無
料

E
300
人
（
要
申
込
）

E
筆
の
里
工
房
E
855
‐
３
０
１

０

女性の人権ホットライン 0570-070-810
DV、セクハラなど女性の人権については

広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
祝日を除く月〜金　8：30〜17：00

↑�

右
か
ら
橋
本
泰
地
く
ん
、
西
川

晃
貴
く
ん
、
世
良
亮
太
く
ん
、

近
藤
祐
太
く
ん

書
、
絵
画
、
化
粧
な
ど
の
日
本
文
化
を
筆
の
視
点
で
読
み
解
く
公
開
討
論

筆
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム　

ｉｎ　

Ｔｏ
ｋｙ
ｏ

E ２月 21 日（土）

午後１時

　開会（三村裕史町長・芥川雅利実行委員長挨拶）

午後１時 20 分

　第１部「書・画の筆」

　　▽書筆：平安の仮名はどのような筆で書かれたか

　　▽画筆：植物筆はなぜ使用されたか

（町内の工芸士により再現された筆が使用されます）

　第２部「化粧の筆」

　　▽化粧筆１：化粧筆の変遷

　　▽化粧筆２：化粧筆づくりに活かされる伝統技術

午後５時

　閉会

（関連行事）

フォーラム日程
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初
心
者
が
楽
し
み
な
が
ら
、

筆
を
使
う
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
開
催
し
て
い
る
各
種
教
室

「
ア
ー
ト
ス
ク
ウ
ェ
ア
」
。
筆
の

里
工
房
に
集
う
週
末
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
の
作
品
展
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
中
入
館
料
：
大
人
300
円
、

小
中
高
生
150
円
、
幼
児
・
Ｐ
Ａ

Ｌ
会
員
無
料

▽
前
期
：
２
月
10
日

（火）
〜
22
日

（日）水
彩
画
・
日
本
画
・
油
絵
・
イ

ラ
ス
ト
・
写
経
・
か
な
・
イ
ン

テ
リ
ア
の
書
・
印

▽
後
期
：
２
月
24
日

（火）
〜
３
月

８
日

（日）

水
墨
画
・
絵
て
が
み
・
実
用
書

道
・
裏
打
ち
・
飾
り
文
字
・
友

禅
・
キ
ッ
ズ
・
ア
ー
ト
パ
ラ
ダ

イ
ス

　

自
分
に
合
っ
た
教
室
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

水
彩
画
・
日
本
画
・
油
絵
・

写
経
・
か
な
・
飾
り
文
字
が
体

験
で
き
ま
す
。

E
体
験
無
料
・
要
入
館
料

▽
期
間
中
入
館
料
：
大
人
300
円
、

小
中
高
生
150
円
、
幼
児
・
Ｐ
Ａ

Ｌ
会
員
無
料

　

筆
の
里
工
房
が
収
蔵
す
る
日

本
最
大
の
筆
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

木
村
陽
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

選
出
し
た
約
200
点
を
中
心
に
、

細
井
広
沢
が
制
作
を
試
み
た
水

筆
や
、
澤
庵
宗
彭
が
使
用
し
た

筆
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
文
化
研
究

所
所
蔵
の
江
戸
期
の
化
粧
筆
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
、
300
点

を
越
え
る
名
品
の
展
覧
を
通
し

て
多
様
な
筆
の
美
を
探
り
ま
す
。

　
○
東
京
展

E
２
月
21
日

（土）
〜
３
月
29
日

（日）

E
五
島
美
術
館
（
東
京
都
世
田

谷
区
上
野
毛
３
‐
９
‐
25
）

E
700
円

○
広
島
展

E
４
月
８
日

（水）
〜
26
日

（日）

E
筆
の
里
工
房

ア
ー
ト
ス
ク
ウ
ェ
ア

教
室
作
品
展
２
０
０
９

E
２
月
10
日

（火）
〜
３
月
８
日

（日）

教
室
体
験

「
趣
味
を
み
つ
け
よ
う
」

E
２
月
15
日

（日）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

特
別
展　

筆
の
美

E
２
月
21
日

（土）
〜

筆の里工房2月の休館日
2日・9日・16日・23日・3月2日・9日

入
館
料　

大　
　

人　

500
円

　
　
　
　

小
中
高
生　

250
円

　
　
　
　

幼　
　

児 
 

無
料

※
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
員
は
無
料
で
す

　

中
国
の
北
宋
時
代
の
詩
人
、
林
和
靖
（
九
六
八
〜
一
〇
二
八
）
が
竹
軸
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
林
和
靖
は
、
俗
世
を
避
け
仙
人
の
よ

う
な
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
詩
を
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
、
理
想
的
な
文
人
、
憧
れ
の
対
象
と
し
て
、
絵
画
や
工
芸
作
品
の
主
題
と
し
て
よ
く

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
梅
と
鶴
を
愛
し
た
た
め
、
こ
の
筆
に
も
穏
や
か
に
微
笑
む
林
和
靖
と
、
梅
の
老
木
、
悠
々
と
空
を
舞

う
鶴
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
直
径
３
㎝
の
大
筆
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

（
２
月
中
、
筆
の
里
工
房
に
常
設
展
示
し
ま
す
。
）

25

　
唐か

ら
も
の
ち
ょ
う
り
ん
な
せ
い
も
ん
ち
く
か
ん
ひ
つ

物
彫
林
和
靖
文
竹
管
筆

↑
去
年
の
展
示
の
様
子

↑
去
年
の
展
示
の
様
子
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